
車両データの作成に関してはWEBSITEに掲載のR35STARTDATAを 
F-CONVPRO本体に書き込み車両の特性に合わせ 
必ず現車合わせのセッティングを行って下さい。 

＊R35STARTDATAはエンジンが始動できるだけの車両データと思って下さい。 

当資料はNISSAN GT-R（R35）＝NP5-21ハーネス使用時のSTARTDATA作成時のポイント
解説となります。マップやパラメータ、データログ機能のご使用に関しては、別途FCONVPROver3,4
マニュアルを参照下さい。 

NISSAN GT-R ECU端子[NP5-21ベース] 

ベースデータ車両は市販ハイオクガソリンを使用した下記パーツ装着車両となります。 
一般的に呼称する純正インジェクタを使用したブーストアップ車両を想定として下さい。 
純正インジェクタ・フューエルポンプの性能を鑑み、EVCにて最大過給圧設定を 
≒１、２ｋとしました。過大な過給圧設定はエンジン破損に繋がりますので、十分ご注意下さい。 
実際のSETUP時には高回転・高負荷エリアにて過給圧が≒1.0Kとなりました。純正アクチュエータの限界となります。 
 

装着パーツ 
■CFアダプタ 
■EVC6IR2.4 
■LEGAMAXpremiumマフラー 
■メタルキャタライザー 
■M45HLスパークプラグ 
 

NISSAN GT-R（R35） 
STARTDATA説明書＝NP5-21ハーネス使用 

ご使用に際しては、CFアダプタとEVC6IR2.4併用が前提の 
解説書となりますご注意下さい 



■R35GT-R SETUP時の注意点「CFアダプタとの組み合わせ・取付」 
NISSAN GT-R（R35）をSETUPする際の注意点が下記となります。ご注意下さい。 
 

①CFアダプタとの併用が前提となります。ご注意下さい。 
R35GT-RではF-CONVPROによる燃料制御のオリジナル制御に伴い、純正ECUがTARGETとする 
空燃比の差異により、「空燃比異常」のエンジンチェックランプが点灯します。 
ソレに伴い、ECUがフェイルセーフとなりますので、CFアダプタを使用し、OBD2の学習情報を採取し、
それに見合うAFセンサ・O2センサの疑似信号をECUへアウトプット致します。 
      ↑コレを回避する為に、CFアダプタを使用します 

VABフラッシュエディタ・パラメータ内 
P0420 
P0171 
P0172  の３項目の☑を外し「無効」として下さい。 
★この機能にて空燃比異常のエンジンチェックランプ点灯はありません。 

Aコネクタ Aコネクタ 

CFADP 
VSSD（アース） 端子2番 
＊T字接続 

＊Aコネクタは上記2本の配線のみです。他の配線は絶縁処理願います 

Aコネクタ×2本、Bコネクタ×10本の配線加工を行います。Cコネクタは使用致しません。 

CFADP 
IGIN（12V電源） 端子1番 
＊T字接続 



★R35STARTDATAはF-CONVPROバージョン3,4を使用する前提で必要となる配線加工のみ行います。 
VAC（スピードリミッターカット）を装着する場合は、取付説明書に従い配線加工を行って頂き、CANHL 
（2本）の信号線のみ下記配線状態となります。ご注意下さい。 

②EVC6IR2.4との併用 
フラッシュエディタ内の「BOOST」マップ項目にて 
過給圧制御を行う事が可能ですが、ブースト 
コントロールは的確な制御が可能なEVC6IR2.4
を前提として下さい。 

Bコネクタに関しては合計10本の配線加工を行います。T字接続×2本 OUT処理接続×8本 
＊端子13番・15番に関しては配線を使用しません。絶縁処理を行って下さい。 

×切断絶縁処理 

CFADP 
AFセンサヒータ2 端子14番 
＊OUT処理接続 ×切断絶縁処理 

CFADP 
AFセンサヒータ1 端子16番 
＊OUT処理接続 

■AFセンサヒータ信号処理（AF_HT2、AF_HT1） 

×切断絶縁処理 

CFADP 
AF2マイナス信号 端子17番 
＊OUT処理接続 

■AF2信号処理（AF2－、AF2＋） 

×切断絶縁処理 

CFADP 
AF2プラス信号 端子18番 
＊OUT処理接続 



×切断絶縁処理 

CFADP 
AF1マイナス信号 端子19番 
＊OUT処理接続 

■AF1信号処理（AF1－、AF1＋） 

×切断絶縁処理 

CFADP 
AF1プラス信号 端子20番 
＊OUT処理接続 

×切断絶縁処理 

CFADP 
O2・2番目信号 端子21番 
＊OUT処理接続 

■O2信号処理（OUT_O2_2、OUT_O2_1） 

×切断絶縁処理 

CFADP 
O2・1番目信号 端子22番 
＊OUT処理接続 

■CAN信号情報採取（CAN_L、CAN_H） 

CFADP 
CAN-L 端子23番 
＊T字接続 

CFADP 
CAN-H 端子24番 
＊T字接続 

注意 
VAC（スピードリミッタカット）と併用する場合、 
Ｔ字接続をVACより車両側に接続して下さい。 



■過給圧センサ疑似出力処理 
NP5-21ハーネスにて元々ギボシ接続されている、吸気圧センサ情報をF-CONVPROのオプション
マップ4を使用し、600→3000MVの疑似出力を行います。この処理にて過給圧を上昇させた場合
の、ECUフェイルセーフを回避致します。 

ECU 

元々接続されていた水
色・青ギボシは絶縁処
理して下さい 

■F-CONVPRO端子44番より上記マップに入力されている600⇒3000MVの電圧疑似出力を行います。 
  この処理にてECUのフェイルセーフ（吸気圧過大）を回避致します。 

元々は 
茶色⇔水色 
橙色⇔青色 
でギボシ接続されています 

茶・橙線とF-CONVPRO端子44番を接続して下さい 



■R35ＳＴＡＲＴＤＡＴＡご使用の前に・・・ 
R35ＳＴＡＲＴＤＡＴＡではデータ作成時に下記の様なスロットルセンサ及びアクセルセンサ電圧の入力を行いました。 
必ず車両ＳＥＴＵＰを開始する前に、スロットルセンサ及びアクセルセンサ電圧の学習を行って下さい。 
①車両をイグニッションＯＮ状態にし、ＦＣＯＮの電源ＯＮの確認をして下さい。 
②通信→全データの書き込みにて「リンク状態」にして下さい。 
③パラメータ・入力設定「スロットル・アクセル」にてアクセルペダルを踏まずに①をＧＥＴ 
④同じくＯＰＥＮ側②をアクセルぺダルを全開にしてＧＥＴして下さい。 
⑤スロットルセンサ電圧学習と同じ要領で、アクセルセンサ電圧学習③④を行って下さい。」 
 

① ② 

 
⑥スロットル電圧学習が終わったら、「更新」or「OK」にて通常画面に戻って下さい 
 

③ ④ 



■エアフロメータの処理 
近年の車両に於いては、エアフロメータ及び純正圧力センサによる車両負荷監視レベルが非常に高
度で、以前の車両の様なエアフロレス制御が困難になってきています。 
（オプションマップ「疑似エアフロ出力マップ」）次第ではシフトチェンジプログラムへの影響やエアフロメー
タ信憑性異常などのエンジンチェックランプ点灯の恐れがあります。 
このSTARTDATAでのSETUP時には純正エアフロメータは装着を前提として下さい。F-CONVPRO
に於けるエンジン負荷は純正の圧力センサで計測を行います。 
＊OUT側出力に関してはオプションマップ３の電圧出力にてECUへの疑似電圧出力を行っています 
 
R35STARTDATAに関してはの純正の吸気温センサの信号入力を行っています。 
基本的にはDジェトロ制御なので、シリンダー内に吸気される実温度を計測しますので、その際はHKS 
吸気温度センサの取り付けを行って下さい。後述の資料を参照下さい。 



■アクセルポジション信号入力（ハード側） 
NISSAN GT-R（R35）では純正で電子制御スロットルが搭載された車両となります。 
FCON端子20番にてスロットルバタフライ信号１を入力し、負荷認識としていますが、加速→アクセルペダルＯＦＦ後にスロットルバタフライが、全閉とな
らずに燃料噴射を行ってしまい、エンジンブレーキが利かない・・といったケースが発生します。コレを回避する為にアクセルポジション信号１をＦＣＯＮ端
子61番に信号入力し、この症状を回避します。 
＊全閉判別アクセル開度に「全閉判別スロットル開度以上後の閉じ側」を全て依存させます。 

エンジン側アクセルポジションセンサ１ 

■アクセルポジション信号入力（ソフト側） 

パラメータ入力設
定・電圧タブ内 
PIN61にてアクセ
ル１の設定を行っ
ております。 
パラメータ基本タブ
内全閉判別アク
セル開度＝
2.0%とする事で、
前述のケースを回
避させます。 



■吸気温度信号の補足資料 
純正エアフロメータには吸気温度センサが内臓されており、実吸気温度認識処理を行う場合は、吸気温度センサの配線加工処理を行う必要があり
ます。下記を参考に配線加工処理をお願い致します。 

切断後絶縁処理 
× 元々３９番端子に挿入されている

線を断線し、抵抗付加の上、ＢＯ
ＤＹアース処理願います。 
 

空白となった３９番端子にHKS吸気温度センサ信号の入力を行って下さい 

エンジン側THAセンサ 

■純正圧力センサ処理 
エアフロメータとは別に純正圧力センサが付加された車両となります。ＳＴＡＲＴＤＡＴＡに関しては純正圧力センサによる負荷認識を前提としており
ます。HKS3圧力センサを取り付ける場合は下記を参照下さい。 

元々FCON端子14番に入力されていた配線
を切断絶縁処理し、HKS3圧力センサ信号
線（青線）を入力します。その他、黄＝40
番、緑＝3番にギボシ接続処理願います。 

パラメータ・入力設定・電圧タブのPIN9をエアフロ２に設定します。 
パラメータ・出力設定・電圧タブのPIN57を入力値（エアフロ２）とし、クリップ電圧設定は行わず5000MVを出力最大値とします。 
空白となった14番端子にＨＫＳ圧力センサの信号線（青）を端子入力します。 

HKS3圧力センサに変更を行った場合、 
設定⇒変換テーブル設定内、吸気圧を 
VR38DETTからHKS3に変更を行って下さい。 



尚、純正圧力センサorHKS3センサの使用に関わらず、純正ECUのフェイルセーフを回避する為、 
OUT側出力に於いて、上記オプション電圧出力３のマップを使用し、純正ECUに疑似電圧出力を
行っております。この作用にて過給圧過大によるフェイルセーフを回避しております。 
＊元々F-CONVPRO端子43番に配線接続されております。配線加工は必要ありません。 



車両ＳＥＴＵＰに於けるポイント（Ｃ／Ｄ上に於ける車両ＳＥＴＵＰ・確認） 
■通常点火時期メインマップ 
 
OBD2（CANH-L）情報を元に、車両保全を鑑み、純正ECUの点火時期データを 
なるべくトレースした点火時期マップの作成を行いました。 
インターセプト時に≒BTDC13度近辺を出力し、その後の高回転高負荷エリアにて≒BTDC20度 
付近を出力する事が解かり、それをなるべくトレースしたマッピングとなります。 
 
ＳＴＡＲＴＤＡＴＡは純正ノックセンサからノック信号をオシロスコープにて 
確認し、その波形出力から車両保全の確認を行いました。 
 
車両個体差により当マップの数値は変更を要します。 
ノッキングに注意し、車両SETUPを進めて下さい。 
 
尚、エンジンレスポンスに影響を及ぼす、加速補正点火時期マップetcの項目は 
デフォルトデータとなります。車両特性を踏まえSETUPを行って下さい。 

アイドリング 

インターセプト 

高回転高負荷 



■ATシフトリタード機能の作用 
R35GT-Rに於いてはDCTが採用された車両となり、一般的なマニュアルトランスミッション車両と異なり、加速時にアクセルぺダル 
全開のままシフトアップし、その加速を継続して行きます。 
その際、加速中ギアチェンジのタイミングで瞬間的なBOOSTオーバーシュート傾向が発生し、ノッキングを誘発します。 
ATシフトリタード機能を作用させ、そのシチュエーションのみ点火時期をリタードさせ、ノッキング回避に役立てます。 

アクセル開度７０％以上
且つエンジン回転数が
200rpmのドロップ変化が
認められた時のみ、下記の
ATシフト補正マップを作用
させます。STARTDATAに
於いては3875RPM以上
且つスロットル開度７０％
以上 
＝（全開定義）時に 
5度の遅角補正を
300MSEC補正する事に
なっています。 
＊尚、補正時間は
300MSEC後にゼロになる
様に減衰しながら、それを
継続します。 



車両ＳＥＴＵＰに於けるポイント（Ｃ／Ｄ上に於ける車両ＳＥＴＵＰ・確認） 
 

■通常噴射時間メインマップ 
OBD2（CANH-L）情報を元に純正ECUの燃料噴射時間をなるべくトレース 
したマップ作成を行いました。 
車両保全を鑑みた結果、インターセプト時に於ける燃料の噴射時間が≒１８０００ 
μＳＥＣとなり、その後高負荷エリアで（ＲＥＶＬＩＭＩＴ寸前）≒１６０００μＳＥＣ 
である事が解かりました。 
 

過給圧が高回転エリアで降下してしまいましたが、その時のインジェクタ開弁率は 
≒８６％となり、純正ブーストアップ＝≒1.２Ｋで限界であることが解かりました。 
ＡＦ計の数値が高回転高負荷エリアにて「≒１１、０」付近である事を確認しました。 
 

アイドリング 

インターセプト 高回転高負荷 

尚、純正インジェクタの無効噴射時間を踏まえ、当マップとする事で最低
保証時間を多めに設定し、その後は通常噴射時間で「合わせこむ」形
態としています。予めご了承ください。 
 

 
尚、エンジンレスポンスに影響を及ぼす、非同期噴射時間マップ加速補正マップ 
（燃料補正）etcの項目はデフォルトデータとなります。車両特性を踏まえSETUPを行って下さい。 
 

燃料マッピング等の使用に関しては別途
FCONVPROver3,4マニュアルを参照下さい。 



車両ＳＥＴＵＰに於けるポイント（各種設定項目etc） 
■その他項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■パラメータ・燃料１項目「1発目噴射時間マップ」＆始動時噴射時間マップ 
始動性の向上を目標に１発目噴射時間と始動時噴射時間マップの数値 
変更を行いました。 
車両個体差によるモノと思われますが、始動性に不満の無い、レベルであれば、 
新規作成時のデフォルトデータにてＳＥＴＵＰを進めて下さい。 
 
 

■回転燃料カットマップ 
純正触媒やメタルキャタライザー装着車両に於きましては、REVLIMITの決定を燃料カットにより行います。 
STARTDATAに於きましては、上記設定とする事で燃料カットショックの緩和を試みました。 
 
 

一部の競技用車両etcに於いて触媒装着の無い車両に於いて
は点火カットによるREVLIMITの決定を行う事も可能です。 
触媒装着車両で当機能を有効とすると未燃焼ガスによる触媒
破損を引き起こし、エンジンへのダメージが懸念されますので、ご
使用はお控え下さい。 

■パラメータ「エアフロメータ処理」
VABSTARTDATAに関しては純正エアフロメータ
を装着したDATA処理を行っています。 
エアフロメータレスは想定していません。 
予めご了承ください。 
エアフロメータ・NO1/2共にクリップ処理せず、
5000MVの出力最大値としています。 
 



■ポート別補正の活用 
R35GT-Rにおいては左右バンクにて吸気分配によるAF値のズレが確認できました。 
純正ECUに於いては、フィードバック機能によりAF学習値・補正値にて、それを補正していますが、
STARTDATAに於いては、その役割をポート別補正にて補っております。 
ポート１／３／５にて増量補正を行いました（運転席側バンク） 
場合によっては、燃料ポートをグループ化し、グループ別補正にて行う方法もございます。 
 


